

授業名称：GISを活用した評価マップの作成
ティーチングノート
概要：

自治体におけるGISは、これまでは地図業務に関わる部局での利用が中心であった。しかし、統合型GISが導入され、自治体が所有する様々な地理・空間情報が一元的に利用可能となると、実態把握を踏まえた施策の立案・評価や、住民サービスのツールとしてのGISの利活用が求められるようになってきた。そこで、本講義では、ロールプレイングのGIS演習を通して、GISを用いた政策の立案・評価のプロセスや住民の合意形成方法を教授する。
学習目標：

本授業では、GISの基本的な分析操作であるカルトグラフィック・モデリングを用いて、いくつかの政策課題などを対象に、GISの操作を通して、GISがどのように政策評価に用いられるのかを理解することを目標とする。

・この授業を通して、GISの基本操作と地図を通して現象をとらえる技術を習得する。

・この授業を通して、必要とするGISデータの作成や加工方法を習得する。

・この授業を通して、評価を地図で表現する方法を習得する。

・この授業を通して、GISがいかに実態把握を踏まえた施策の立案・評価に用いられるかを習得する。
受講対象：

地方公共団体等において、GISに関連する業務に従事している者、もしくはGISに関する基礎知識は有しており、今後、専門性を高めたい意向がある者等。
(1) 地方公共団体の情報部門の人材
(2) 地方公共団体の情報部門以外に所属し、GISの活用が期待される業務に従事する人材

(3) その他、地域行政に関連する組織に所属し、GISの活用が期待される業務に従事する人材
準備と留意事項：

　実施地に近い都市を対象地域としてもらい、その地域の様々な基本的なGISデータベースを構築する技術と、ESRI社のArcGISを用いてカルトグラフィック・モデリングを用いた分析ができること。
(1) 全国のGISデータから対象地域のGISデータを構築する。

(2) 対象地域の固有のGISデータを取得できる（用途地域、バス停留所など）

(3) ESRI社のArcGISを用い、とりわけ空間分析を使えること。

具体的には、バッファー、再分類、ラスタ演算、近傍統計などが使えること。

(4) メンバーが5人以上になると議論に参加できない人が出てくる場合があるので、グループの人数には留意する。

(5) 各チームに最低1名、ArcGISを操作できるメンバーが入るのが理想的である。いない場合は、TAなどが実際の操作を行う。
(6) TAの数が十分に確保できない場合は、できるだけ熟練したTAを確保しつつ、1人のTAが2つのチームを見るなどの工夫を行う。

(7) 最終プレゼンはパワーポイントで行う。各チームによって作成された、PPTファイルを集約し、発表できる環境が必要である。
ティーチングノート：

ページ1　サブタイトル：●本ワークショップの流れ

◆このページのポイント
· これから始まるワークショップのスケジュールを述べる。
· 1日パターン（1日目の午後と2日目の午前）と1日半パターン（1日目の午後と2日目の1日）のスケジュールを示す。

◆説明手順

· 1日目で、概念の説明と、ArcGISを用いて、各自が『ArcGISの操作ガイド』に基づいて、評価マップの作成を実践する。
◆補足事項（スライド未掲載のデータやファクト等）

· 1日パターンと1日半パターンの違い。
◆受講者への確認事項
· 特になし。
ページ2　サブタイトル：１．本ワークショップの内容

◆このページのポイント
· GISを用いた景観計画の枠組みを紹介する。

· 参考資料として、矢野桂司（2001）：ハーバード大学GSDのGISを用いた景観プランニング．ランドスケープ研究64-3、212-215頁（http://ci.nii.ac.jp/naid/110004305516）。

· 6つのモデルのうち、要素の関係を特定するプロセス・モデルと評価マップを紹介する。
◆説明手順

· 地域の将来計画や合意形成において、GISによる地図分析や可視化が重要であることを示す。
· 地図で現象を表現するとはどういうことかを事例を交えて紹介。

· 本ワークショップがハーバード大学計画大学院のCarl Steinitz先生の景観計画の枠組みの一環であることを紹介する。

◆補足事項（スライド未掲載のデータやファクト等）

· 具体的な景観計画の内容として、湖南地域を対象とした景観計画の内容を紹介した。
◆受講者への確認事項
· 特になし。
ページ3　サブタイトル：１－１．対象地域の問題設定

◆このページのポイント
· 本ワークショップでは、各チームは、ここにあげた分析テーマ一覧から1つ選び、その評価マップを作成する。

◆説明手順

· 簡単に、それぞれのテーマの概要を紹介する。
◆補足事項（スライド未掲載のデータやファクト等）

· 対象地域をどこにするのかによって、その地域のデータを収集する必要がある。
· とりあえず、京都市を対象にデータを整備しているが、全国どの市町村でも、収集可能なGISデータを基本とする。
◆受講者への確認事項

· 特になし。

ページ4　サブタイトル：１－２．評価マップ作成のための要素の設定
◆このページのポイント
· 設定された問題を何にするか？その問題に関わる要素は何かを考える。
◆説明手順

· 評価マップとは何か？

· 設定された問題の要素ごとに評価マップを作成する。

· それら要素に関するGISデータはどのようなものが考えられるか？
◆補足事項（スライド未掲載のデータやファクト等）

· 特になし。

◆受講者への確認事項

· 特になし。

ページ5　サブタイトル：立地可能な地域と、3つの要素を特定
◆このページのポイント
· 例として「保育所を新設すべき地域はどこ？」という政策課題をその担当者になりきって考える。
· 立地可能な場所はどこか？

· どのような要素を考えるべきか（３つ以上の要素を想定する）。
◆説明手順

· 立地可能な地域と、3つの要素が具体的に、どのようなGISデータで表現できるかを考える。

◆補足事項（スライド未掲載のデータやファクト等）

· 特になし。

◆受講者への確認事項

· 特になし。

ページ6　サブタイトル： 3要素ごとの評価マップ
◆このページのポイント
· 具体的に、どのような要素の地図が描けるのか、作成するイメージを示す。

◆説明手順

· 児童数、駅からの距離、保育所数の3つの要素の地図と、それから作成される、「望ましい」「普通」「望ましくない」の3つの基準からなる、3つの評価マップを示す。
◆補足事項（スライド未掲載のデータやファクト等）

· 特になし。

◆受講者への確認事項

· 特になし。

ページ7　サブタイトル：２．対象地域のGISデータの収集
◆このページのポイント
· 設定した問題にどのようなGISデータが必要か。

· 具体的な収集方法を習得する。

◆説明手順

· 特になし。

◆補足事項（スライド未掲載のデータやファクト等）

· 特になし。

◆受講者への確認事項

· 特になし。

ページ8　サブタイトル： GISデータの構造（デジタル地図の構造）
◆このページのポイント
· GISデータとはどのような構造を持っているかを示す。

· GISデータの形式の種類や特徴を示す。

◆説明手順

· 地図としてレイヤーを重ね合わす。

· ベクタとラスタの違い。

· それぞれの形式の事例と特徴を示す。

◆補足事項（スライド未掲載のデータやファクト等）

· 『ArcGISの操作ガイド』の1-3頁を参照する。

◆受講者への確認事項

· 特になし。

ページ9　サブタイトル：主なGISデータの提供元
◆このページのポイント
· 必要とするGISデータがどこにあるのかを紹介する。

◆説明手順

· 地理空間情報活用推進基本法に基づいて、多くのGISで利用可能な地理空間情報がWebからダウンロードできることを示す。
◆補足事項（スライド未掲載のデータやファクト等）

· 特になし。

◆受講者への確認事項

· 特になし。

ページ10・11　サブタイトル：基本的なGISデータ一覧
◆このページのポイント
· GISデータの形式について説明する。
· 具体的にどのような地理空間情報があるのかを説明する。
◆説明手順

· 対象地域を50mメッシュで表現する。これが評価マップのベースとなる。
· GISで扱える地理空間情報にどのようなものがあるのかを紹介する。

· 国土地理院の基盤地図情報からGISデータをダウンロードする。

· 国勢調査のGISデータをWebからダウンロードする。

· 既存のGISデータから必要な条件のデータを選択し、新たなGISデータを作成する方法を紹介する。
◆補足事項（スライド未掲載のデータやファクト等）

· 国勢調査の人口データを50mメッシュのラスタデータに変換する方法
· 町丁・字等の境域データに、属性データを結合する。

· 町丁・字等の面積（平方m）をジオメトリ演算で算出する。

· 当該変数の50mメッシュ（2500平方m）当たりの数値を算出する。
· ポリゴンを50mメッシュのラスタに変換する。

◆受講者への確認事項

· 特になし。

ページ12　サブタイトル：アドレス・マッチング（１）
◆このページのポイント
· 地図でない台帳などの住所データを地図化する方法としてアドレス・マッチングを紹介する。
◆説明手順

· 住所データを経緯度に変換するツールを紹介する。
◆補足事項（スライド未掲載のデータやファクト等）

· 特になし。

◆受講者への確認事項

· 特になし。

ページ13　サブタイトル：アドレス・マッチング（２）
◆このページのポイント
· アドレス・マッチングの具体的な例として、保育所のリストから経緯度を求め、点データとして地図化する方法を示す。
◆説明手順

· Excelで住所データを含む保育所リストを作る。
· iタウンページ、さらには『賢早くん』の紹介。

· CSISのアドレスマッチングシステムあるいはAG2KML004b_jscriptsなどを用いて、経緯度を付加する。

· ArcGISで経緯度から点を発生させる。
◆補足事項（スライド未掲載のデータやファクト等）

· 特になし。

◆受講者への確認事項

· 特になし。

ページ14　サブタイトル：３．プロセス・モデルの作成
◆このページのポイント
· 先に示した立地可能な地域の特定、3つの要素の地図化を行う。

· 特定した要素ごとに、「望ましい」「普通」「望ましくない」の3段階の評価基準を作る。
◆説明手順

· スライド参照
◆補足事項（スライド未掲載のデータやファクト等）

· 特になし。

◆受講者への確認事項

· 特になし。

ページ15　サブタイトル：プロセス・モデルの作成のための空間分析
◆このページのポイント
· 立地可能な地域の特定、3つの要素の評価マップの作成方法に必要な3つの空間分析を紹介する。

· 具体的には、再分類、近傍統計、距離、である。
◆説明手順

· これらは、ArcGISの空間分析機能に含まれており、基本的に、ラスタ地図の代表的な分析方法である。
◆補足事項（スライド未掲載のデータやファクト等）

· 特になし。

◆受講者への確認事項

· 特になし。

ページ16　サブタイトル：◆立地可能な地域：再分類（①抽出）
◆このページのポイント
· ここで問題とする保育所は、対象地域のどこにでも立地できるとは限らない。例えば、第Ⅰ種住宅地域などの用途地域指定は対象外となるかもしれない。
◆説明手順

· ここでは、森林や水部には保育所は立地できないと想定する。
· 現在の土地利用から、再分類を用いて、特定の土地利用上のみに新規の保育所が立地できると想定する。

· 時間があまりない場合は、この作業を省略しても構わない。
◆補足事項（スライド未掲載のデータやファクト等）

· 特になし。

◆受講者への確認事項

· 特になし。

ページ17　サブタイトル：◆保育所の立地できる地域を（１）
◆このページのポイント
· 具体的に、立地できる地域を「１」、立地できない地域を「NoDATA」とした地図を示す。
· 時間があまりない場合は、この作業を省略しても構わない。
◆説明手順

· 特になし。

◆補足事項（スライド未掲載のデータやファクト等）

· 特になし。

◆受講者への確認事項

· 特になし。

ページ18　サブタイトル：◆ 要素１【児童数】：近傍統計
◆このページのポイント
· 周辺にそのぐらい児童がいるのだろうか、という考えを地図化する方法を考える。
· 例えば、当該のメッシュの周辺（半径500ｍ）にいる児童数を合計し、当該メッシュの周辺児童数とする。

◆説明手順

· 『操作マニュアル』で近傍統計を説明する。
◆補足事項（スライド未掲載のデータやファクト等）

· 特になし。

◆受講者への確認事項

· 特になし。

ページ19　サブタイトル：◆ 要素２【駅からの距離】：距離計測
◆このページのポイント
· メッシュごとに、再近隣の駅からの距離を与える。
· ある地物（駅や道路など）からの一定の距離帯であるバッファーの説明
◆説明手順

· 『操作マニュアル』で近傍統計を説明する。
◆補足事項（スライド未掲載のデータやファクト等）

· スライドでは3段階であるが、ワークショップでは5段階
◆受講者への確認事項

· 特になし。

ページ20　サブタイトル：◆ 要素３【保育所数】：近傍統計
◆このページのポイント
· 周りに保育所があるという要素は、あるメッシュの近傍統計（500m以内の保育所数）を地図化する。
◆説明手順

· すでに保育所が多く立地しているところは避けて、あまり保育所が立地していないところを特定する。
◆補足事項（スライド未掲載のデータやファクト等）

· 特になし。

◆受講者への確認事項

· 特になし。

ページ21　サブタイトル：◆各要素に、以下の3段階の基準で評価する。
◆このページのポイント
· 3つの要素の地図を、評価するための基準を考える。

· ここでは、それぞれの要素に関して、「望ましい」「普通」「望ましくない」の3段階評価マップを作成する。
◆説明手順

· 「望ましい」「普通」「望ましくない」に、緑色、黄色、赤色を割り当てる。
◆補足事項（スライド未掲載のデータやファクト等）

· 「望ましい」に３、「普通」に２、「望ましくない」に１、を割り当てる。
· 数量が多い場合に、「望ましい」くなるときと、逆に、「望ましない」になることに注意を促す。
◆受講者への確認事項

· 特になし。

ページ22　サブタイトル：各要素の評価マップを作成
◆このページのポイント
· 3つの要素の地図から、3つの評価マップを作成するイメージを示す。
◆説明手順

· 特になし。

◆補足事項（スライド未掲載のデータやファクト等）

· 特になし。

◆受講者への確認事項

· 特になし。

ページ23　サブタイトル：◆評価基準の問題

◆このページのポイント
· 本ワークショップの作業過程の中には、様々な段階で、チームメンバーが意思決定する必要が生じる。その決定は任意であるが、合理的に説明されるべきである。

· 本ワークショップでは、目的に向けての要素の複数の評価マップの作成、それらをオーバーレイさせ足し合わせた、最終的な操業評価マップの作成において、それぞれ3段階の評価を行う。

· その場合の3段階の区切りは極めて主観的なものであるが、合理的に説明できるべきである。

· 加重合計する場合、どの要因にどの程度の重みをかけるのかも主観的なものである。

· これらの主観的な判断基準によって、最終的な総合評価マップの結果が異なることも理解すべきである。

· その発展としては、それらの違いを政策的なポリシーの違いとして考えることも可能となる。

◆説明手順

· 特になし。

◆補足事項（スライド未掲載のデータやファクト等）

· 特になし。

◆受講者への確認事項

· 特になし。

ページ24　サブタイトル：◆要素１【児童数】の評価マップ：再分類
◆このページのポイント
· 周辺の児童数を「望ましい」「普通」「望ましくない」のランクに分ける。
· 数量が多いほど「望ましい」
◆説明手順

· 再分類を用いて、3ランクに分けるが、その基準は、最大値、最小値、平均などの基本統計量を用いて行う。
◆補足事項（スライド未掲載のデータやファクト等）

· ページ23の評価基準の問題を参照のこと。
◆受講者への確認事項

· 特になし。

ページ25　サブタイトル：◆要素２【駅からの距離】の評価マップ：再分類
◆このページのポイント
· 駅からの距離を「望ましい」「普通」「望ましくない」のランクに分ける。
· バッファーの概念を説明する。
· 数量（距離）が少ないほど「望ましい」
◆説明手順

· 再分類を用いて、3ランクに分けるが、その基準は、最大値、最小値、平均などの基本統計量を用いて行う。
◆補足事項（スライド未掲載のデータやファクト等）

· ページ23の評価基準の問題を参照のこと。
◆受講者への確認事項

· 特になし。

ページ26　サブタイトル：◆要素３【保育所数】の評価マップ：再分類
◆このページのポイント
· 周辺の保育所数を「望ましい」「普通」「望ましくない」のランクに分ける。
· 数量が多いほど「望ましくない」
◆説明手順

· 再分類を用いて、3ランクに分けるが、その基準は、最大値、最小値、平均などの基本統計量用いて行う。
◆補足事項（スライド未掲載のデータやファクト等）

· ページ23の評価基準の問題を参照のこと。
◆受講者への確認事項

· 特になし。

ページ27　サブタイトル：◆総合評価マップの作成
◆このページのポイント
· 3ランクに分けられた、3つの評価マップを重ね合わせて、総合評価を作成する。
◆説明手順

· 特になし。

◆補足事項（スライド未掲載のデータやファクト等）

· 特になし。

◆受講者への確認事項

· 特になし。

ページ28　サブタイトル：◆ 3つの要素を総合評価する：オーバーレイ
◆このページのポイント
· 最終的な、総合評価マップを作成するには、これら３つの要素の評価マップを重ね合わせて（オーバーレイ）、足し算をすればよい。

· それぞれのラスタの値は、1、2、3なので、合計値は、最大値が9で最小値が3の範囲の値が考えられる（実際は、3-9のすべての値がみられないこともある）。

◆説明手順

· 『操作マニュアル』で説明
· ラスタ演算

· 再分類
◆補足事項（スライド未掲載のデータやファクト等）

· 特になし。

◆受講者への確認事項

· 特になし。

ページ29　サブタイトル：◆評価マップをGoogle Earthでみる

◆このページのポイント

· 作成した評価マップの地図をGoogle Earthに持っていくことにより、3段階評価の地域が、どのような場所であるのかを理解することができる。
◆説明手順

· ArcGISを用いた具体的な手順としては、『操作マニュアル』を用いて説明する。

· Google Earthの簡単な操作方法も紹介する。
· 画面キャプチャ・コピーでプレゼンテーション用PPTに貼りつける。

◆補足事項（スライド未掲載のデータやファクト等）

· 『操作マニュアル』を用いて説明

◆受講者への確認事項

· 特になし。

ページ30　サブタイトル：◆もう少し高度な総合評価（加重合計）

◆このページのポイント
· ３つの要因が、最終的な総合評価において、均等の影響をもつとは限らない。そこで要因ごとに重みを変えて足し算をすることもできる。これを加重合計と呼ぶ。

◆説明手順

· ArcGISを用いた具体的な手順としては、ラスタ演算を用いる方法と、加重オーバーレイを用いる方法の２つがある。
◆補足事項（スライド未掲載のデータやファクト等）

· 『操作マニュアル』を用いて説明
◆受講者への確認事項

· 特になし。

ページ31　サブタイトル：◆重み付けした総合評価マップ
◆このページのポイント
· 加重合計を用いた結果を表示。

· この結果をページ20のスライドと比較してみる。

◆説明手順

· 総合評価の加重合計を再度3段階に再分類して、最終の総合評価マップを作成する。
◆補足事項（スライド未掲載のデータやファクト等）

· 特になし。

◆受講者への確認事項

· 特になし。

ページ32　サブタイトル：４：チーム分け

◆このページのポイント

· 各チームのメンバーが、議論を重ねながら、設定した問題に向けて、実施する。

◆説明手順

· 多様なバックグラウンドをもつメンバーが議論しあうことが重要である。

· 操作はできなくても、何をやっているのかを理解することが必要である。

◆補足事項（スライド未掲載のデータやファクト等）

· 特になし。

◆受講者への確認事項

· 特になし。

ページ33　サブタイトル：５－１．評価マップの作成
◆このページのポイント

· 各チームごとで、どのように評価マップを作成して行くのかの段取りを決める
◆説明手順

· GISの作業に入る前に、ミッションや要素を検討させる。

· 必要なGISデータがリストにあるのかを確認し、なければ、新たにGISデータを作成するかどうかを判断する。
◆補足事項（スライド未掲載のデータやファクト等）

· チームに、TAや教師が回って、話を進める。

◆受講者への確認事項

· 特になし。

ページ34　サブタイトル：５－２．評価マップの改良
◆このページのポイント

· 1日半パターンでのオプションである。

· 一度完成させたPPTを再度見直し、基準を変えた場合の評価や、重み付け総合評価マップなどにトライさせる。

· Google Earthなどを通して、現地の事実との関係などを考察させる。
◆説明手順

· 評価マップの作成で行ったことを再度振り返る。

· 内容をより現実的なものに近づける可能性などを議論させる。
◆補足事項（スライド未掲載のデータやファクト等）

· チームに、TAや教師が回って、話を進める。

◆受講者への確認事項

· 特になし。

ページ35　サブタイトル：６．プレゼンテーション（PowerPointファイルの作成）

◆このページのポイント

· １チーム5分以内のプレゼンテーションを行う。

· その際に用いるパワーポイントの説明を行う。

◆説明手順

· パワーポイントに貼り付ける地図の作成を説明する。

· ArcGISのレイアウト画面の作り方（『操作マニュアル』を用いて説明）

· 画像ファイルの保存の仕方（『操作マニュアル』を用いて説明）
◆補足事項（スライド未掲載のデータやファクト等）

· 特になし。

◆受講者への確認事項

· 特になし。

ページ36　サブタイトル：◆チームごとのプレゼンテーション

◆このページのポイント
· １チーム5分以内のプレゼンテーション、2分の質疑コメントを行う。
◆説明手順

· プレゼンテーションの進め方を示す。

· 司会、タイムキーパーが必要

◆補足事項（スライド未掲載のデータやファクト等）

· 特になし。

◆受講者への確認事項

· 特になし。
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